
日本の林業遺産を知ろう
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浦
山
御
用
木
御
伐
出
絵
図
」（
以

　
　
　
下
「
絵
図
」）
は
、1
8
3
4
（
天

保
５
）
年
に
、
江
戸
城
再
建
の
建
築
材
料

を
生
産
・
輸
送
す
る
た
め
、
群
馬
県
高
崎

市
倉
渕
町
地
内
で
行
わ
れ
た
巨
木
の
伐
採

か
ら
、
河
川
を
利
用
し
た
木
材
搬
出
ま
で

の
一
連
の
作
業
が
、
彩
色
豊
か
に
描
か
れ

た
絵
巻
物
（
幅
30
㎝
、
長
さ
10
m
）
で
、

地
域
の
林
業
技
術
の
発
達
史
上
貴
重
な
資

料
で
す
。
2
0
2
1
年
５
月
に
林
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
、
絵
図
の
登
録
と
し
て
は
木

曽
式
伐
木
運
材
図
会
（
2
0
1
6
年
）
に

続
き
２
例
目
に
な
り
ま
す
。

絵
図
の
複
製
品
及
び
そ
の
デ
ジ
タ
ル
画

像
が
高
崎
市
役
所
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
許
可
を
得
て
紹
介
し
ま
す
。
絵
図

の
各
情
景
に
は
説
明
が
な
い
た
め
、
市
川

八
十
夫
（
1
9
7
1
年
倉
淵
村
林
業
史
、

倉
渕
村
）
な
ど
の
説
明
に
、
筆
者
の
見
解

を
加
え
て
解
説
し
ま
す
。

伐
採
事
業
が
行
わ
れ
た
川
浦
山
は
、
利

根
川
支
流
烏
川
の
源
流
地
域
で
、
古
く
か

ら
ケ
ヤ
キ
の
木
を
伐
る
と
角
落
山
の
天
狗

様
の
祟
り
が
あ
る
と
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
ケ
ヤ
キ
が
数
多
く
残
さ

れ
て
お
り
、
1
7
1
6
年
の
調
査
で
目
廻

り
一
丈
（
幹
回
り
約
3
m
）
以
上
の
ケ
ヤ

キ
が
1
2
6
本
あ
っ
た
と
の
記
録
が
あ
り

ま
す
。
川
浦
山
の
一
部
区
域（
県
有
林
内
）

に
は
、
つ
い
25
年
前
ま
で
当
時
の
鬱
蒼
と

し
た
森
林
を
偲
ば
せ
る
通
直
な
ケ
ヤ
キ
が

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
中
山
道
の
脇
街
道
（
信
州

街
道
）
と
し
て
、
信
州
と
商
品
の
流
通
が

あ
り
、
伐
木
・
造
材
な
ど
の
職
人
も
、
木

曽
や
岐
阜
県
の
飛
騨
方
面
か
ら
呼
び
寄
せ

て
い
ま
し
た
。

　
　
図
の
伐
木
の
方
法
は
、「
三
ツ
紐

　
　
　
伐
り
」
で
す
（
図
１
）。
木
の
幹

に
三
方
向
か
ら
斧
を
入
れ
、
三
箇
所
に
弦

（
つ
る
）
を
残
し
た
上
で
、
最
後
に
そ
の

う
ち
の
一
つ
を
断
ち
（
追
弦
）、
伐
倒
す

る
方
法
で
す
。
図
１
の
左
側
で
は
、
伐
倒

す
る
前
に
斧
で
掘
っ
た
穴
に
火
を
入
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
焼
伐
法
」
と
い
い

ま
す
。
加
熱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
弦
の
部

分
の
強
度
を
低
下
さ
せ
、
木
が
割
れ
る
の

を
防
い
で
い
る
も
の
と
筆
者
は
解
釈
し
て
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ま
す
。現
在
、家
の
柱
や
梁
に
は
、ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
、
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
が
利
用
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
状
況
で
す
が
、
江
戸
時

代
に
は
、
ケ
ヤ
キ
が
、
梁
、
柱
、
床
板
、

土
台
な
ど
、
幅
広
い
用
途
に
利
用
さ
れ
て
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た
。

　
　
中
で
丸
太
を
角
材
に
す
る
過
程
も

　
　
　
描
か
れ
て
い
ま
す
（
図
２
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丸

太
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曲
が
り
を
見
極
め
て
中
心
線
を
決
め
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後
、
墨
掛
を
し
て
、
ノ
コ
ギ
リ
で
は
な

く
、
刃
広
斧
で
丸
太
の
両
側
を
削
り
平
坦
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角
取
り
）に
し
ま
す
。角
材
に
し
た
後
は
、

所
有
者
を
示
す
刻
印
を
彫
り
込
み
ま
す
。

角
材
の
先
が
台
形
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

頭
巾
と
い
い
、
河
川
で
の
輸
送
中
の
損
傷

を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
。

当
時
、
大
き
く
て
重
い
木
材
を
運
ぶ
に

は
大
変
な
労
働
力
が
必
要
で
し
た
。
こ
の

た
め
、
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の
斜
面
に
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」
と
い
う
装

置
を
架
設
し
、
底
に
は
板
や
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な
ど
を
敷

き
、
両
側
に
防
材
を
設
け
、
木
材
を
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ら

せ
て
運
搬
し
ま
し
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（
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）。
設
置
す

る
勾
配
に
よ
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、
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造
が
異
な
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、
図
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が
普
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に
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、
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が
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傾
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る
丹
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手
で
す
。
木
材
の
速
度
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の
に
路
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に
砂
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、
速
度
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上
げ
る
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に
水

林業
遺産
林

を
か
け
る
な
ど
の
工
夫
も
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
木
材
を
河
川
に
流
し
て
運
び
ま

し
た
（
図
４
）
が
、
水
量
が
不
足
し
て
い

た
場
合
は
、
木
材
で
堰
を
つ
く
り
水
面
を

上
昇
さ
せ
て
運
び
ま
し
た
。
ま
た
、
一
時

的
に
水
門
を
開
き
、
多
量
の
木
材
を
流
す

方
法
も
あ
り
ま
し
た
。
水
中
に
貯
木
す
る

こ
と
に
よ
り
、
木
材
の
乾
燥
に
よ
る
割
れ

を
防
ぐ
こ
と
も
期
待
で
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ま
し
た
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川
を
運
搬
さ
れ
た
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烏
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利
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流
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五
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岸
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、
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江
御
材

木
蔵
（
現
在
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東
京
都
江
東
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猿
江
恩

賜
公
園
）
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
江
戸
ま
で

の
所
要
日
数
は
５
日
程
度
で
、
1
9
2
6

年
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
図
は
、
群
馬
県
の
林
業
の
歴
史
を

　
　
　
紐
解
く
上
で
貴
重
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
の
存
在
を
知
る
人
が
少
な
い

状
況
で
し
た
。
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

こ
と
が
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
、
森
林
・
林
業

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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「
川

平成10年に川浦山で
伐採されたケヤキ
（樹高30ｍ
  胸高直径89cm
 樹齢推定205年）

つ
の
お
ち
や
ま

三ツ紐伐り焼伐法 みつひもきり

「残したい三ツ紐伐り　杣の枝」坂巻俊彦
（1988 年）から引用し一部加工
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